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 平成 28 年度の「日本語指導が必要な児童生徒の受入れ状況に関する調査」（3）によると、
国内の公立学校に在籍している日本語指導が必要な児童生徒数は 43,947 人であり、前回調
査時（平成 26 年度）より 6,852 人増加している。着目すべきは、このうち何らかの日本語
指導を受けている児童生徒が約 75％であり、「特別の教育課程」による日本語指導を受けて
























項目とその目的を表 1 に示す。 
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表 1 日本語教育の授業内容 
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４ 履修学生へのアンケート調査結果と考察 








【回答】 小学校：28 人、小学校・中学校：16 人、中学校：6 人、高校：7 人、他：1 人 
 
質問② あなたの小･中学校に｢外国につながりのある児童生徒」はいましたか。 
【回答】 いた：43 人、 いない：6 人、 不明：8 人、 無回答：1 人 
 
質問③ 児童生徒への日本語指導について学んだことはありますか。 
【回答】 ある：8 人、  ない：50 人 
 
質問④ 外国につながりのある児童生徒について学んだことはありますか。 
【回答】 ある：10 人、 ない：47 人、 無回答：1 人 
 
質問⑤ 本日の講義は、今後の実習や、将来の教員生活に必要だと思いますか。 
【回答】 とても必要だ：34 人、    まあまあ必要だ：23 人、 
あまり必要じゃない：0 人、 全然必要じゃない：0 人、  無回答：1 人 
（質問⑤では、選択肢の下にその理由を記述する欄を設けている） 
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4.2 授業終了後調査 －本授業の理解度と課題についての感想－ 
 ここでは 2 コマの授業が終了した後に行った調査の質問項目と、その回答について記述
する。質問①は授業の内容に関する理解度であり、それぞれ「4（とてもよく理解できた）、
3（まあまあ理解できた）、2（あまり理解できなかった）、1（全然理解できなかった）」の
中から 1 つを選択してもらった。その結果、各項目の理解度の平均は 3.36 から 3.53 の範囲
であり、履修生の理解度は概ね高いことが示された（表 3）。 
 





エ）日本語指導が必要な子どもの受入れ ケース①（II-（1）） 3.44 
オ）最初に教える項目 ケース②（II-（2）） 3.47 



























先順位がわからない」（4 名）等、課題遂行の困難さに言及する記述もあった（表 4）。 
 





























































































次年度は上記 2 点に留意し、授業改善と事前指導の充実に向けて内容を再構成したい。 
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